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IV．宇宙観測グループ
教  授  中井直正、久野成夫
助  教  新田冬夢
研究員   永井 誠、斎藤弘雄
大学院生  15 名（数理物質科学研究科後期課程 2 名、前期課程 12 名、教育研究
科 1 名） 
卒研生  3 名 
大学院数理物質科学研究科物理学専攻の修士課程 1 年に 6 名（うち 1 名は中国からの留
学生で、他の 1 名は教育研究会）が入学してきた。10 月にはインドからの留学生 1 名が博
士後期課程 1 年生として入学してきた。理工学群物理学類 4 年の卒研生は 3 名であった。
10 月に数理物質融合科学センターの研究員として齋藤弘雄が着任し、宇宙航空研究開発機
構の西堀俊幸氏が客員准教授として着任した。大学院博士後期課程 3 年の 1 名が博士の学
位を取得し修了した。前期課程の 7 名が修士を取得して修了した。また物理学類卒研生の


















2017 年 1 月 3 日の夕方まで W3 および銀河面のアンモニア観測を行ったあと、20GHz
帯冷却受信機の冷凍機を停止した。1 月 4 日の朝から受信機フロントエンド部およびＫ帯
シェルター内の中間周波数部の撤去、およびアンテナ雨除けカバーの撤去を行った。そし




図１．左から 2017 年 1 月 4 日（解体前日）、1 月 22 日（解体中）、4 月 14 日（解体後） 
【２】南極天文学の推進




















ティングの開発も進めた。2016年 12月末から 2017 年 1月上旬にかけて、37素子プロトタ




(3) 南極 30m 級テラヘルツ望遠鏡計画
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 研究会「南極 30m テラヘルツ望遠鏡によるサイエンス」を、平成 28年度国立天文台研究
集会として国立極地研究所にて開催した（2017 年 3月 2日‐3日）。極地研関係者も含め合








（~100K）の 2 成分の分子ガスから成り立っていることがわかった。（論文 4）
(2) 渦状銀河 NGC 628 と NGC 7793 における分子ガスと星形成率の関係
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淳, 河野樹人, 立原研悟, 福井康雄, 濤崎智佳, 津田裕也, 大橋聡史, FUGIN チーム、「NRO
銀河面サーベイプロジェクト(FUGIN)：SpitzerバブルN18におけ る分子雲衝突と大質
量星形成」、日本天文学会2016年秋季年会、2016年9月16日、愛媛大学
22. 永井誠, 金高義, 今井大皓, 中井直正, 久野成夫, 瀬田益道, 「南極10m級テラヘルツ望遠
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ベンションセンター
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「超新星残骸 Kes79 に付随する星間ガスに関する研究」 
４．田中隆広
「棒渦巻銀河 NGC4088 における分子ガスと星形成の関係についての研究」 
５．周 斌
「The study of the noise influence on phase retrieval holography measurement for the 
Antarctic 10-m THz telescope 
（Phase-retrieval holography 法による南極 10m テラヘルツ望遠鏡の鏡面測定に及ぼす
雑音の影響に関する研究）」
６．上西広弥







「南極サブミリ波望遠鏡の 500GHz 帯輝線同時観測受信機の開発」 
３．保田敦司
  「近傍矮小銀河 NGC2976における分子雲の性質」
＜外部資金＞
1． 科学研究費補助金（基盤研究 A）：中井直正（研究代表者）、久野成夫、永井誠 
「大規模電波カメラによる「あかり」北極域の掃天観測」
（交付額 90 万円）（3／5 年） 
2． 科学研究費補助金（若手研究 B）：永井誠（研究代表者） 
「焦点面における位相差を用いた電波望遠鏡の鏡面形状測定法の開発」
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（交付額 90 万円）（2／2 年） 
3． 日本学術振興会「研究成果の社会還元・普及事業（ひらめき・ときめきサイエンス）」：
中井直正（実施代表者）、久野成夫、永井誠




（交付額 518.2 万円） 
＜共同研究・受託研究＞
1．「大学間連携ＶＬＢＩ観測事業に係る研究」 
大学共同利用機関法人自然科学研究機構（2016 年 4 月 1 日～2017 年 3 月 31 日） 
2. 「AR溝付レンズの最適な形状の研究」
株式会社雄島試作研究所（2016 年 4 月 1 日〜2016 年 9 月 30 日） 
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